
急性期リハビリ病院への事例システム

（小田原　間中病院）

急性期リハビリシステムは、主にリハの療法士療法士療法士療法士（（（（セラピストセラピストセラピストセラピスト））））とのとのとのとの打合打合打合打合せせせせで

導入したシステムです。

リハビリリハビリリハビリリハビリ部門部門部門部門でのでのでのでの業務管理業務管理業務管理業務管理ののののシステムシステムシステムシステムとなっています。

＊）医師、看護士との打合せはありません。

＊）総合病院のﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ部門へ納入したシステムの事例です。

　　ここでは、電子カルテ、ＰＡＣＳも導入されているので、それらとの

　　連携も考慮されたシステムとなっています。



入院患者のリスト（看護支援システムのＤＢを参照） 総合実施計画書作成画面 他施設との連携資料作成画面

予約・受付画面 治療記録画面 算定表（治療記録から単位を取得）

症状詳記・廃用症候群

登録画面



入院患者のリスト（看護支援システムのＤＢを参照）



治療記録画面



総合実施計画書作成画面



算定表（治療記録から単位を取得）
＊）医事課に渡す資料となります。



予約・受付画面



他施設との連携資料作成画面



症状詳記・廃用症候群　登録画面


